
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2002－143174
(P2002－143174A)

(43)公開日 平成14年5月21日(2002.5.21)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B 17/28    310

   � � � �   1/00    334

   � � � �  17/32    330

   � � � �  19/00    513

   �A�6�1�L  2/20    

   �A�6�1�B 17/28    310

   � � � �   1/00    334 D

   � � � �  17/32    330

   � � � �  19/00    513

   �A�6�1�L  2/20    K

�4�C�0�5�8

�4�C�0�6�0

�4�C�0�6�1

審査請求 未請求 請求項の数 5ＯＬ（全 9 数）

(21)出願番号 特願2000－342245(P2000－342245)

(22)出願日 平成12年11月9日(2000.11.9)

(71)出願人 000000376

オリンパス光学工業株式会社

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号

(72)発明者 斉藤 達也

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号  オリン

パス光学工業株式会社内

(74)代理人 100058479

弁理士 鈴江 武彦 (外4名)

Ｆターム（参考） 4C058 AA14 AA15 BB07 JJ15

4C060 EE22 FF19 FF23 GG22 MM26

4C061 GG15 JJ06

(54)【発明の名称】 内視鏡用処置具

(57)【要約】
【課題】本発明の目的は内視鏡用処置具を滅菌パックに
入れ、滅菌するときに先端作用部が滅菌パック面の圧力
等の影響を受けても拡径寸法や形状に変化を与えない内
視鏡用処置具を提供することにある。
【解決手段】本発明は長尺な可撓性挿入部を備えた挿入
部ユニットと、この挿入部ユニット１０１の基部に接続
された操作部ユニット１０２と、上記挿入部ユニット１
０２の挿入部の先端部付近に設けられた先端作用部１０
３とを備えた内視鏡用処置具において、操作部ユニット
１０２の何れかの少なくとも一ケ所に可撓性挿入部を係
止できる係止部としての凹溝部１７を設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  長尺な可撓性挿入部を備えた挿入部ユニ
ットと、この挿入部ユニットの基部に接続された操作部
ユニットと、上記挿入部ユニットの挿入部の先端部付近
に設けられた先端作用部とを備えた内視鏡用処置具にお
いて、
操作部ユニットの何れかの少なくとも一ケ所に可撓性挿
入部を係止できる係止部を設けたことを特徴とする内視
鏡用処置具。
【請求項２】  係止部は操作部ユニットの部材に形成し
た溝部に弾性を有す材料からなる係止部材を接合し、該
係止部材の略中心部に可撓性シースの外径よりも小さい
幅の切欠きを設けて成ることを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡用処置具。
【請求項３】  操作部ユニットは可動部材の構成部品の
少なくとも一つを弾性体で形成し、この弾性体で形成し
た構成部品に可撓性シースの外径よりも小さい凹溝もし
くはスリットを設けて係止部を構成したことを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡用処置具。
【請求項４】  操作部ユニットの外郭を構成する部材の
幅は先端作用部の拡径寸法よりも大きい寸法で構成され
たことを特徴とする請求項１、請求項２または請求項３
に記載の内視鏡用処置具。
【請求項５】  長尺な可撓性挿入部を備えた挿入部ユニ
ットと、この挿入部ユニットの基部に接続された操作部
ユニットと、上記挿入部ユニットの挿入部の先端部付近
に設けられた先端作用部とを備えた内視鏡用処置具にお
いて、
該内視鏡用処置具の挿入部ユニットが略円形に少なくと
も一回以上巻かれ、その先端を操作部ユニットの何れか
の少なくとも一ケ所に設けられた係止部にて係止された
状態で滅菌パック内に封入されることを特徴とする内視
鏡用処置具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明に属する技術分野】本発明は把持鉗子や細胞診ブ
ラシ等の内視鏡用処置具に関する。
【０００２】
【従来の技術】特開平１１－１１３９１６号公報には内
視鏡用処置具の一種であるバスケット型把持鉗子が記載
されている。この種のバスケット型把持鉗子はシース先
端から複数のワイヤで構成したバスケットが突没して処
置操作が行われる。バスケットは操作部の本体軸上に設
けた可動操作つまみを進退操作することによってシース
先端から突没させられる。
【０００３】また、細胞診ブラシと呼ばれる内視鏡用処
置具もシース先端から突没して処置操作が行われる。他
にも特開平７－３１５８７号公報の如く、手元操作部に
設けた可動操作つまみの進退により先端作用部が開閉す
る生検鉗子や、特公昭６１－５７７７６号公報の如く、
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可撓性シースの先端に固定的にブラシを接続して設けた
細胞診ブラシ等の内視鏡用処置具が知られている。
【０００４】このような内視鏡用処置具は滅菌すべき製
品であり、滅菌用パックに封入されて販売される。
【０００５】内視鏡用処置具を滅菌する工程において、
シース内への滅菌ガス等の透過性向上を鑑み、内視鏡用
処置具はシースの先端より先端作用部を突き出した状態
で滅菌パック内に納められて滅菌処理される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡用処置具の滅菌
は、滅菌パック内に納められた状態で内視鏡用処置具の
滅菌が行われる。しかし、滅菌装置の滅菌槽内にて、減
圧や加圧の工程があるためにその際、滅菌パックが膨張
・収縮する現象が生じることが多い。このような現象が
生じると、先端作用部がシース先端から突き出している
がために、滅菌パックの膨張・収縮作用によって先端作
用部がパック内面による圧迫を受けたり、滅菌パック内
部で先端作用部の位置がランダムに変位移動するに伴っ
て先端作用部がパック内面に擦られる。
【０００７】特に、滅菌パック内部で先端作用部がシー
ス先端から突き出し、拡径状態で滅菌パック内に存在す
る場合、滅菌工程における減圧・加圧の作用にて、滅菌
パック内面によって先端作用部が圧迫されることは当然
にして起こるべき現象である。
【０００８】例えば、滅菌槽内で減圧作用が生じると、
滅菌パックが膨張し、先端作用部が滅菌パックの内部で
暴れ、ランダムな位置移動が起き、擦られたり、狭い部
位に移動して圧迫されたりすることも多い。また、滅菌
槽内で加圧作用が生じた場合には滅菌パックが収縮して
先端作用部が圧迫される現象も起き得る。
【０００９】このような現象により先端作用部が損われ
る虞がある。たとえばバスケット型把持鉗子にあっては
バスケットフォーミング形状に型崩れや拡径寸法の変化
が生じる。また、細胞診ブラシにあってはブラシを構成
する繊維に曲がり癖が生じることがしばしば見受けられ
る。
【００１０】また、上記現象は一度に多くの滅菌品を処
理するがために滅菌槽に一度に多くの滅菌品を投入した
際、内視鏡用処置具を封入した滅菌パックが複数重なり
合った状態で存在するとき、比較的顕著に起きる。滅菌
処理により先端作用部が損われる現象は製品の不良率を
高め、また、製品の検査コストを高めることになる。
【００１１】これらの防止策として、一般的には滅菌パ
ック内に先端作用部及びシース形状を保護・維持するた
めに、薄いボール紙を台座としてシースの先端近傍部や
略円形に巻かれたシースの数箇所を簡易的に保持する方
法が採られている。
【００１２】この場合、滅菌パック内にボール紙が同封
されることにより、製品検査に支障を与えたり、ボール
紙から発生する紙の削りかすの発生が危惧され、また、
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該ボール紙が構成部品として存在することで余計なコス
トが発生することにもなる。
【００１３】本発明は上記課題に着目してなされたもの
で、その目的とするところは内視鏡用処置具を滅菌パッ
クに入れ、滅菌するときに先端作用部が滅菌パック面の
圧力等の影響を受けても拡径寸法や形状に変化を与えな
い内視鏡用処置具を安価に提供することにある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】請求項１に係る発明は、
長尺な可撓性挿入部を備えた挿入部ユニットと、この挿
入部ユニットの基部に接続された操作部ユニットと、上
記挿入部ユニットの挿入部の先端部付近に設けられた先
端作用部とを備えた内視鏡用処置具において、操作部ユ
ニットの何れかの少なくとも一ケ所に可撓性挿入部を係
止できる係止部を設けたことを特徴とする内視鏡用処置
具である。
【００１５】請求項２に係る発明は、係止部は操作部ユ
ニットの部材に形成した溝部に弾性を有す材料からなる
係止部材を接合し、該係止部材の略中心部に可撓性シー
スの外径よりも小さい幅の切欠きを設けて成ることを特
徴とする請求項１に記載の内視鏡用処置具である。
【００１６】請求項３に係る発明は、操作部ユニットは
可動部材の構成部品の少なくとも一つを弾性体で形成
し、この弾性体で形成した構成部品に可撓性シースの外
径よりも小さい凹溝もしくはスリットを設けて係止部を
構成したことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用処
置具である。
【００１７】請求項４に係る発明は、操作部ユニットの
外郭を構成する部材の幅は先端作用部の拡径寸法よりも
大きい寸法で構成されたことを特徴とする請求項１、請
求項２、または請求項３に記載の内視鏡用処置具であ
る。
【００１８】請求項５に係る発明は、長尺な可撓性挿入
部を備えた挿入部ユニットと、この挿入部ユニットの基
部に接続された操作部ユニットと、上記挿入部ユニット
の挿入部の先端部付近に設けられた先端作用部とを備え
た内視鏡用処置具において、該内視鏡用処置具の挿入部
ユニットが略円形に少なくとも一回以上巻かれ、その先
端を操作部ユニットの何れかの少なくとも一ケ所に設け
られた係止部にて係止された状態で滅菌パック内に封入
されたことを特徴とする内視鏡用処置具である。
【００１９】
【発明の実施の形態】［第１実施形態］図１～図１１を
参照して本発明の第１実施形態について説明する。
【００２０】（構成）本実施形態はバスケット型把持鉗
子に係るものであり、バスケット型把持鉗子１００は図
１で示す如く、挿入部ユニット１０１と操作部ユニット
１０２と先端作用部１０３が設けられている。
【００２１】挿入部ユニット１０１は樹脂チューブある
いは金属製コイル等からなる挿入部としての可撓性シー
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ス１を備えてなり、可撓性シース１には先端作用部１０
３が摺動自在に組み込まれている。
【００２２】操作部ユニット１０２は本体操作部２を備
え、この本体操作部２には可動式操作部材としての可動
部材３が摺動自在に組み合わされている。この可動部材
３は上記可撓性シース１の基端に折止め部材４と共に連
結固定されている。本体操作部２は後述する操作ワイヤ
９を介して先端作用部１０３と連結している。
【００２３】可動部材３はその先端が可撓性シース１の
後端に接続管部材（ジョイント）５を介して接続されて
おり、可動部材３の後端側部分では本体操作部２のガイ
ド軸６を通す中空部７が形成されている。また、可動部
材３の外周上には指の幅程度の間隔Ｗを空けて一対の凸
壁部８ａ，８ｂが前後に離れて設けられている。
【００２４】本体操作部２にはその操作部材の動きを先
端作用部１０３に伝える操作伝達手段として操作ワイヤ
９の基端が強固に接続固定されている。操作ワイヤ９の
先端には先端作用部１０３が結合子１０を介して強固に
接続固定されている。
【００２５】本体操作部２はガイド軸６に連続して形成
された握りハンドル部１１が設けられ、その握りハンド
ル部１１の後端には指掛け孔１２が設けられている。本
体操作部２の指掛け孔１２と可動部材３の一対の凸壁部
８ａ，８ｂの間に指を掛け、本体操作部２に対して可動
部材３を前後に移動させると、操作ワイヤ９に対して可
撓性シース１が進退し、先端作用部１０３が可撓性シー
ス１の先端から突没する。
【００２６】先端作用部１０３は複数のバスケットワイ
ヤ１３で籠状に形成された把持部１４を形成して成る。
先端作用部１０３は可動部材３の進退操作により可撓性
シース１の先端位置が前後に変位することで、可撓性シ
ース１の先端から突没させられるものである。
【００２７】図２及び図３で示す如く、操作部ユニット
１０２の細部構成及び上記先端作用部１０３の位置関係
は次のようになっている。図２は先端作用部１０３が可
撓性シース１内に収納された状態を示し、この時、操作
部ユニット１０２において可動部材３は本体操作部２の
ガイド軸６に対して前方に位置している。また、先端作
用部１０３の先端チップ３０は可撓性シース１の先端に
突き当たっている。
【００２８】図３は可動部材３がガイド軸６に対して後
方に位置し、先端作用部１０３が可撓性シース１から前
方へ突き出した状態である。図３で示す状態では本体操
作部２の先端壁が可動部材３の後端壁に突き当たってそ
の突出し終端位置を規制している。
【００２９】次に、本実施形態の中核部分の構成を図４
乃至図７にて説明する。本体操作部２の可動部材３に設
けられた一対の凸壁部８ａ，８ｂの周部は曲面形成され
た短辺部１５と平面形成された長辺部１６にて成されて
いる。この凸壁部８ａもしくは８ｂ、ここでは前方にお
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ける短辺部１５の略中心の一ヶ所には可撓性シース１を
係止して保持するための係止部としての凹溝部１７が設
けられている。
【００３０】ここでの凹溝部１７は図６に示す如く、切
欠き状に形成され、その開口幅Ｈ１は上記可撓性シース
１の外径Ｈ２よりも小さい寸法で形成してあり、凹溝部
１７に嵌め込んだ可撓性シース１が密に嵌り込み、摩擦
力で保持されるようになっている。凹溝部１７の深さは
可撓性シース１の半径を越えることが望ましい。
【００３１】また、図７で示す如く、可動部材３におけ
る凸壁部８ａ，８ｂの長辺部１６を底面として、操作部
ユニット１０２の部分を机上等に安定的に載置すること
ができる。図４及び図５はその安定的な設置状態での姿
勢である。ここで、バスケット型把持鉗子１００を机上
に安定的に設置したとき、可動部材３の高さｈ１は先端
作用部１０３の拡径寸法ｈ２よりも大きな寸法で構成さ
れている。
【００３２】（作用）次に、本実施形態の作用について
説明する。図５で示す如く、可撓性シース１の先端近傍
部分を可動部材３の凸壁部８ａもしくは８ｂに設けた凹
溝部１７内に嵌め込めば、可撓性シース１の先端近傍部
分を凸壁部８ａもしくは８ｂに係止して保持することが
できる。このとき、可撓性シース１が金属コイルまたは
樹脂材等より形成されていることから各々の弾性変形作
用によって該凹溝部１７に対して可撓性シース１が確実
に係止される。
【００３３】また、図５で示す如く、先端作用部１０３
を可撓性シース１の先端から突き出した状態では可動部
材３の凸壁部８ａ，８ｂの間の空間に先端作用部１０３
を遊泳状態で位置させられると共に、その凸壁部８ａ，
８ｂで、先端作用部１０３を周辺から保護できる。
【００３４】バスケット型把持鉗子１００を滅菌する場
合はその状態のバスケット型把持鉗子１００を滅菌パッ
ク１０４で包装して行なう。つまり、図８で示すように
滅菌パック１０４内にバスケット型把持鉗子１００を入
れ、密閉封入した状態で、滅菌槽内に入れ、滅菌が行わ
れる。
【００３５】滅菌パック１０４内におけるバスケット型
把持鉗子１００は図９や図１０で示す如く、滅菌パック
１０４のフィルムシート１０５と滅菌ガス透過紙１０６
にて挟まれて存在し、滅菌パック１０４はその四方をヒ
ートシール部１０７にて、上記フィルムシート１０５と
滅菌ガス透過紙１０６を密着封印してある。
【００３６】滅菌工程で滅菌槽内が減圧されると、図１
１で示すように滅菌パック１０４が膨張し、封入された
バスケット型把持鉗子１００はその自己移動の自由度が
増すが、最大の自由度を有す可撓性シース１が凹溝部１
７に係止されているため、先端作用部１０３の自己の移
動による接触要因が無くなる。さらには滅菌槽内が加圧
され、滅菌パック１０４が収縮した場合でも図９及び図
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１０で示すように、フィルムシート１０５と滅菌ガス透
過紙１０６の間に操作部ユニット１０２の可動部材３の
高さｈ１により空間領域１０８が形成され、その空間領
域１０８内に先端作用部１０３が存在し、滅菌パック１
０４の外圧を受けずに済む。
【００３７】本発明の手段によれば、滅菌パックに封入
した内視鏡用処置具における最も厚みのある部分が操作
部であり、滅菌工程における滅菌パックの収縮が生じて
も該部分がパック面と当接するために、上述した紙質面
とフィルム面の間に空間領域が形成されるため、シース
から突出した先端作用部が該空間領域に位置することと
なり外圧の影響を受けない状態が維持できるのである。
【００３８】ここではバスケット型把持鉗子１００の例
を説明したが、同等の構成を有す細胞診ブラシ等であっ
ても同様の構成・作用が成り立つ。
【００３９】［第２実施形態］図１２を参照して本発明
の第２実施形態について説明する。本実施形態の基本的
構成は前述した第１実施形態の構成に準ずるが、ここで
は図１２で示す如く、凹溝部１７が握りハンドル部１１
の指掛け孔１２の周辺の周縁部上に設けた点が特徴であ
る。
【００４０】また、握りハンドル部１２の高さＴ１は先
端作用部１０３の拡径寸法Ｔ２よりも大きな寸法で構成
されている。その他の構成は前述した第１実施形態のも
のと同じである。
【００４１】本実施形態は第１実施形態とは可撓性シー
ス１を係止する凹溝部１７の位置が替ったのみであり、
その作用については第１実施形態のものと同じである。
【００４２】［第３実施形態］図１３乃至図１６を参照
して本発明の第３実施形態について説明する。本実施形
態の基本的構成は前述した第１実施形態または第２実施
形態の構成に準ずるが、第１実施形態及び第２実施形態
と異なる点は可撓性シース１を係止して保持する手段
が、凸壁部８ａ，８ｂに直接に設けた凹溝部１７ではな
く、図１３で示す如く、凸壁部８ａ，８ｂに埋設した弾
性体から成る係止ユニット１８である点である。当然の
ことながら図１４の如く、係止ユニット１８は握りハン
ドル部１１の指掛け孔１２の周縁上に設けるようにして
も良い。
【００４３】該係止ユニット１８は図１５で示す通り、
その弾性体の略中心部に可撓性シース１の外径寸法より
も小さい幅のスリット１９を設けて成る。他の構成は前
述した第１実施形態または第２実施形態と同様なもので
ある。
【００４４】しかして、図１６で示す如く、可撓性シー
ス１をスリット１９に係止させた際、係止ユニット１８
のスリット１９が弾性力にて拡がり、可撓性シース１が
容易に係止される。他の作用については前述した第１実
施形態または第２実施形態のものと同じである。
【００４５】［第４実施形態］本実施形態では内視鏡用
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処置具が図１７で示すような細胞診ブラシ１１０の場合
である。細胞診ブラシ１１０は長尺な可撓性シース２０
の基端に可動部材２１に連結し、可撓性シース２０内を
進退自在な操作ワイヤ２２の先端に先端作用部１１１を
接続したものである。先端作用部１１１はブラシからな
る擦過子２３にて構成されている。また、操作ワイヤ２
２の基端には指掛けリング２４が固定的に連結されてい
る。
【００４６】このような細胞診ブラシ１１０の作動機序
は第１実施形態において述べたバスケット型把持鉗子１
００にて説明した作動機序と同様であり、可動部材２１
の進退操作により先端作用部１１１が可撓性シース２０
先端より突没するというものである。
【００４７】また、図１８で示す如く、可動部材２１は
弾性体を有す樹脂等から構成され、該可動部材２１の外
周上には指の幅程の間隔ｗを空けて一対の凸壁部２５
ａ，２５ｂが設けられている。この凸壁部２５ａ，２５
ｂは略長方体に形成されており、可撓性シース２０の中
心軸に対して径方向の面をおいて長平面部２６ａと短平
面部２６ｂを形成している。上記短平面部２６ｂの略中
心位置の一ヶ所において、可撓性シース２０の外径より
も小さい寸法を有すスリット２７を設けてある。
【００４８】そして、図１９に示す如く、先端作用部１
１１を可撓性シース２０から突き出した状態で、スリッ
ト２７に可撓性シース２０の先端近傍部分を差し込んで
係止する。その後、減菌処理を行う際、細胞診ブラシ１
１０は図２０で示す形態にて滅菌パック１０４内に収納
される。
【００４９】このとき、滅菌パック１０４の内面で可動
部材２１の長平面部２６ａが挟み込まれる状態で封入包
装されている。
【００５０】また、スリット２７の付設位置の違いによ
り、図２１で示す如く、先端作用部１１１が位置するよ
うにして包装しても良い。そして、細胞診ブラシ１１０
は滅菌パック１０４に収納したまま処理される。その後
の滅菌時における本実施形態の作用は前述した第１～３
実施形態のそれと同じである。
【００５１】［第５実施形態］本実施形態では、前述し
た第１実施形態乃至第４実施形態の構成による内視鏡用
処置具において、実際に滅菌パック１０４内に封入した
状態のものを、図２０乃至図２２を用いて説明する。
尚、ここでは前述した第４実施形態にて示した細胞診ブ
ラシを用いている。
【００５２】図２０及び図２１に示した如く、細胞診ブ
ラシ１１０は可撓性シース２０が略円形状に複数回巻か
れており、可撓性シース２０の先端近傍部３０がスリッ
ト２７に嵌入された状態で固定されている。
【００５３】可撓性シース２０の先端近傍部３０の固定
部は、図２２に示すように、可撓性シース２０が形成す
る略円形部３１の外側にスリット２７を複数設けても良*
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*い。
【００５４】この状態にて、滅菌パック１０４内に封入
されているが、この時、可撓性シース２０が形成する略
円形部３１は、滅菌パック１０４のヒートシール部１０
７の内側に収まる大きさにて巻かれている。
【００５５】この第５実施形態における作用・効果は、
前述した第１実施形態乃至第４実施形態における内視鏡
用処置具のものと同様であるが、この第５実施形態にお
いては、更に、シース形状の保持を行なうためのボール
紙等の台座が不要となり、部品構成を一つ省略すること
ができるので、製造コストを抑えることが可能となる。
また、滅菌パック内にボール紙等の台座が不要となるた
め、その台座が製品検査に支障を与えたり、ボール紙等
の台座から発生する紙の削りかす等が発生したりするこ
とがなくなる。
【００５６】尚、本発明は上記各実施形態のものに限定
されるものではない。先端作用部の形式も種々あって良
い。例えば上記操作部ユニットの操作部材の動きを操作
伝達手段を介して先端作用部に伝え、可撓性シース先端
から先端作用部を突没またはその場で開閉する構成のみ
ならず、長尺な可撓性シースの先端に先端作用部がその
まま接続される形式の内視鏡用処置具であっても良い。
【００５７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、内
視鏡用処置具を滅菌パックに入れて滅菌するときに先端
作用部が滅菌パック面の圧力等の影響を受けて拡径寸法
や形状に変化を与えない。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態に係るバスケット型把持鉗子全体
の斜視図。
【図２】第１実施形態に係るバスケット型把持鉗子の先
端作用部を挿入部ユニット内に収納した状態での縦断面
図。
【図３】第１実施形態に係るバスケット型把持鉗子の先
端作用部を挿入部ユニットの先端から突き出した状態で
の縦断面図。
【図４】第１実施形態に係るバスケット型把持鉗子の操
作部ユニットの斜視図。
【図５】第１実施形態に係るバスケット型把持鉗子の操
作部ユニットにおいて本体操作部に可撓性シースを接続
した状態を示す斜視図。
【図６】（ａ）は第１実施形態に係るバスケット型把持
鉗子の操作部ユニットにおいて可撓性シースを係止する
係止部の斜視図、（ｂ）はそのバスケット型把持鉗子の
先端部分の側面図。
【図７】（ａ）は第１実施形態に係るバスケット型把持
鉗子の操作部ユニットの変形例の側面図、（ｂ）はその
バスケット型把持鉗子の先端部分の側面図。
【図８】第１実施形態に係るバスケット型把持鉗子を包
装した滅菌パックの斜視図。
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【図９】第１実施形態に係るバスケット型把持鉗子を包
装した滅菌パックの断面図。
【図１０】第１実施形態に係るバスケット型把持鉗子を
包装した滅菌パックを一部拡大して示す断面図。
【図１１】第１実施形態に係るバスケット型把持鉗子を
包装し、膨張した滅菌パックの斜視図。
【図１２】（ａ）は第２実施形態に係るバスケット型把
持鉗子の握りハンドル部の指掛け孔の周辺の斜視図、
（ａ）はそのバスケット型把持鉗子の先端部分の側面
図。
【図１３】第３実施形態に係るバスケット型把持鉗子の
操作部ユニットの斜視図。
【図１４】第３実施形態に係るバスケット型把持鉗子の
操作部ユニットの握りハンドル部の斜視図。
【図１５】第３実施形態に係るバスケット型把持鉗子の
係止ユニットの斜視図。
【図１６】第３実施形態に係るバスケット型把持鉗子の
係止ユニットに可撓性シースを係止した状態の斜視図。
【図１７】第４実施形態に係るバスケット型把持鉗子の
係止ユニットに可撓性シースを係止した全体の斜視図。*
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*【図１８】第４実施形態に係るバスケット型把持鉗子の
操作部ユニットの斜視図。
【図１９】第４実施形態に係るバスケット型把持鉗子の
係止ユニットに可撓性シースを係止した部分を断面して
示す説明図。
【図２０】第４実施形態及び第５実施形態に係るバスケ
ット型把持鉗子を包装した滅菌パックの平面図。
【図２１】第４実施形態及び第５実施形態に係る他のバ
スケット型把持鉗子を包装した滅菌パックの平面図。
【図２２】第５実施形態に係る他のバスケット型把持鉗
子を包装した滅菌パックの平面図。
【符号の説明】
１…挿入部としての可撓性シース、２…本体操作部、９
…操作ワイヤ、８ａ，８ｂ…凸壁部、１１…握りハンド
ル部、１２…指掛け孔、１３…バスケットワイヤ、１７
…係止部としての凹溝部、１００…バスケット型把持鉗
子、１０１…挿入部ユニット、１０２…操作部ユニッ
ト、１０３…先端作用部、１０４…滅菌パック、１０５
…フィルムシート、１０６…滅菌ガス透過紙。

【図１】

【図２】

【図５】

【図６】

【図９】
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